
E震警護

第497号 53.8.1
我孫子市役所市援公蜜企図際

8月刊日.14日 .15日
我孫子の夏の風物詩、手賀沼まつりグガ近づいてきました。夏の夜のひととき、家族

そろって、かっぱ音頭を踊りましょう。

今年で 8回目を迎えた手目沼ま

つりが、 8月13日(日)・ 14日(月)

・15日(火)の 3日間、中央公民舘

前向駐車場て'行われます。

かっ I~育1i"([を中心に、かっば音

頭大行進、ちびっこかっば水悼大

会、花火大全と、楽しい催し物が

いっぱいです。

真夏向夜のひとときを、宗祖:そ

ろって楽し〈すごしてみませんか。

なお、当日町会場周辺は出維が

*ちびっこかつは木地大会的当日

は、市民プールは使用できません。

⑤ 8月13日(臼)・ 14日(月)

日日(火)の 3日間、中央公民館

前駐車場で、午後 7時から 10時ま

て'行われます。

争 8月四日(火)午後8時から 9

時まで、手T<沼湖U，(手錠m公園

沖)で行います。

本雨天円場合は、 1捕延となります。

争 8月14日(月) (雨天町場合は

8月20日(日)に延期〕午後 1時

7月 1日現在

噛人口 93，330人(+8，361) 
男/46，485人
女/46，845人

画世帯数 26，753戸 (+2，540) ( )内は前年比

画市役所 85-1111 画つ(L野支所 84-8801 

骨湖北支所 88-2111 噛湖北台支所 88ー0828

噛布佐支所 89-2358 GIIホ道部 88-3111(代)

噛中央公民館 82-0515 骨老人福祉センター 88-0123

立通視制日時(通行止)
8月15日(火)かっぱ音頭大行追及び花火大会
~ヨ午桂 5 時四分から午後 7 時30分まで
E璽露璽午桂 5時四分から午後四時まで

* 通行止

F想されますので、自動車でのご l ふ とぷ沖( ? から 4時まで、市民プールで行い 争 8月13日(日)・ 14日(月)・ 争 8月12日(土) . 13日(日)・

来場は ご遠慮下さい。 争 8月15日(日)午後6時から 8 ます。 15日(火)の 3日間、湖北駅前北 14日(月)の 3日問、市役所布佐

15日(火)は、克i画規制をしま 時まで、我係子駅前から中央公民 *市内小学生による自由形と平休 日広場で、午後 7時から 10時まで 支所前広場で、午後 7時から 10時

すのでご注意下さい。(図害問) 館前駐車場まで行進 Lます。 ぎ町主主体です 行われます。 まで行われます。
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レ
し
し
て
い
つ
ま
で
も
柑
惜
し
た
く
紹
介
吋
巡
詰
に
よ

3
1処
覆
す
る
品
惑
が
み
る

上
総
火
毛
と
ヲ
苧
フ
波
し
が
行
わ
れ
ま
し
ま
し
た
o

噛
と
線
、
ヲ
。

し

た

ら

市

民

拐

殺

室

知

識

帯

磁

士

波

m
同議

ま
た
前
年
的
問
和
品
年
8
月
I
H
に

は
、
殺
都
市
許
制
開
法
が
ぬ
戸
打
さ
れ
.
市

内
全
域
に
わ
た
咋
て
市
品
開
化
低
捜
と
市

街
化
制
州
知
町
広
域
的
2
つ
に
反
骨
密
れ
ま

し
た
。開

閉
和
訂
年
8
m月
1
g
に
誌
、
市
民
プ

ー
ん
が
や
鈴
沼
公
開
閥
的
一
角
に
完
成
し

て
ず

l
ル
間
一
診
が
行
主
わ
れ
、
英
国
出
に

思
議
け
し
た
チ
ピ
y
千
逮
が
…
沌
れ
じ
地

ぎ
ま
し
た
勿

な
い
円
で
す
。
銭
れ
る
と
き
で
も
、
均

づ
く
り
倒
れ
る
、
コ
ま
り
ぬ
…
げ
山
田
ず
ひ

ま
が
あ
る
ほ
う
が
多
い
の
で
す
。

台
所
て
お
料
惑
を
し
て
い
る
と
き
、

グ
ラ
ヮ
と
き
た
ら
‘
と
に
か
〈
が
ス
を

治
す
二
k
.
ア
イ
ロ
ン
舎
か
け
て
い
た

ら
も
ま
ず
ア
イ

ω
シ
を
明
る
こ
と
で
す
。

設
M

判
的
火
ユ
レ
が
緩
ま
っ
た
ら
、
今

あ
な
た
の
{
車
内
ど
こ
に
式
的
出
る
危
倹

が
あ
る
か
、
大
怠
M

縄
問
で
金
銭
忍
い
山
仰
し

で
で
き
い
。

う
か
が
っ
て
み
ま
し
々
な
つ
か
し
そ
て
い
る
と
添
い
ま
寸
e

液
体
み
の
期
間
絞
そ
づ
い
う
緩
い
お
を
、

う
に
子
供
の
端
的
ま
つ
り
を
絞
る
山
中
井
約
な
気
分
と
ぷ
恨
み
せ
政
作
品
紙
魚
す
く
が
火
人
に
な
り
た
時
に
、
思
い
出
せ

さ
ん
は
、
吋
だ
れ
で
も
幼
い
噴
そ
し
て
い
4

n

お
は
や
し
的
資

e

j
と
い
う
る
よ
う
な
ま
つ
リ
い
い

tた
い
。
ふ
る

h
y
部
時
代
め
ま
つ
り
の
一
思
い
山
闘
を
も
っ
犠

L
〈
な
つ
か
し
い
ま
つ
り
の
印
象
、
ち
と
我
孫
子
で
過
し
た
と
き
の
挙
民

今
年
で
8
m附悶
M
を
む
か
え
る
や
釘

治
ま
つ
り
、
年
々
縫
丈
に
な
っ
}
て
事

ま
L
P
h
p
去
年
は
浴
に
た
た
ら
れ

2

3
万
5
0
0
0
人
で
し
た
が
、
そ
的

前
年
は
5
万
人
的
人
々
を
緩
め
市
内

的
変
ま
つ
り
の
や
心

ιな
っ
て
い
ま

す。
そ
の
手
加
H
mま
つ
り
円
安
行
総
袋

員
長
が
染
井
正
さ
え
で
す
。

染
井
さ
ん
は
、
市
串
間
ヱ
余
ム
府
副
長
、

市
納
液
A

訟
法
、
州
知
一
一
戸
法
人
会
副
会
絞

殺
孫
子
支
銭
授
等
々
と
、
い
そ
が
し

い
称
首
で
す
が
.
山
Y
し
の
時
附
槻
を
い

た
だ
き
曳
や
柑
H
箔
ま
つ
り
は
つ
い
て

盛
リ
ワ
上
げ
よ
う

事
費
沼
ま
つ
り
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wv
附
同
様
に
よ
み
法
作
痢
一
語
好
機

(
協
自
問
蹴
M

刊百
)

V
際
市
史
的

鞘
神
(
林
鍛
ふ
ん
郎
}
V
山
刊
線

開
{
本
側
同
消
利
〉

V
再
び
お

ん
で
註
緩
や
る
の
?
戸
中
徐
晴

子一

wv
太
熱
的
川
一
背
増
繍 風

呂
殺
に
磁
石
つ
つ
み
て
怒
り
来
し
緩
い
し
と
ぎ
燃

や

わ

は

来

れ

ば

総

ふ

縦

糸

こ

と

子

〈
鈴
杢
辛
一
泌
}

ニ
れ
は
、
手
船
内
沼
漁
業
協
同
総
合
が

キ
春
以
来
沼
南
際
的
手
加
阿
波
フ
ィ

y

y

m

布
役
中
学
校
丹
南
関
む
松
並
木
が

シ
グ
セ
ン
タ
i
内
に
議
訟
を
進
め
て
い
一
い
あ
り
ま
す
。
こ
め
鞍
査
本
を
瀞
き
桑

た
も
の
で
、
木
滋
会
館
拡
‘
鉄
骨
2
帥
附
叩
居
か
ら
加
数
段
的
活
殺
ぞ
議
る
と
松

山
雄
て
で
、

1
時
間
は
談
合
事
務
総
と
ピ
ロ

V

殺
に
山
山
ま
す
。

テ
ィ
・

2
附
問
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
大
小
金
時
こ
の
神
誌
の
一
併
は
密
作
k
いい

総
裁
が
あ
り
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
川
日
本
武
離
が
議
銭
円
抽
出
慢
と
の
地

し
な
が
ら
苧
気
回
閉
め
淡
鍛
が
見
る
こ
と

A
T、
単
世
田
を
手
広
し
鍛
え
つ
け
を
し

が
で
き
ま
す
の
ま
た
ど
U
テ
ィ
に
は
、
山
た
と
い
う
こ
と
か
ら
府
米
す
る
と
い

線
終
や
本
構
を
駿
一
析
し
ま
す
。
明
わ
れ
て
い
ま
す
修

養
護
思
離
は
、
議
室
正
票
日
布
伎
は
そ
の
昔
、
総
ノ
同
国
産
購
揺
伝
に
次
め
よ
う
事
が
あ
り
ま

構
内
諮
問
中
在
室
さ
れ
た
警

3
2
2で
、

自

重

量

的

鎮

守

七

草

の

聖

書

喜

脅

メ
l
ト
ん
の
背
録
制
慌
で
、
淡
町
駒
内
線
品
物
品
と
し
て
近
錦
町
人
た
ち
か
b
尊
幾
さ
と
い
う
終
段
が
北
住
地
に
小
変
の
ぞ
を

7

供
畿
の
た
め
い
い
幾
て
ら
れ
、
臨
時
識
者
3

ゃ
れ
格
馬
5
行
的
神
社
と
し
て
あ
が
め
綴
ん
で
置
い
た
と
と
ろ
一
夜

ιし
て

ヲ

&

7

5
人
的
漁
去
緩
が
約
め
ら
れ
て
い
る
e

ら
れ
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
a

竹
が
ゑ
え
、
そ
こ
は
線
総
が
と
ぐ
ろ

t
B
V
2
3
3
3
1
f
i
t
a
i
l
i
i
d
-
-
i
l
f
S
A
F
-
-
f
f
f
d
E

場
い
て
い
る
の
を
克
て
、
村
人
た
ち

h
y日
話
刊
日
沼
沼
紛
綴
務
官
製
ハ
ガ
キ
又
は
、
ハ
ガ
父
が
市
内
持
病
削
除
で
死
亡
し
明
日
伯
ま
な
い
と
い
う
}
主
で
あ
っ
た
。
鋭
的
は
絞
券
、
き
っ
そ
〈
愛
宕
持
社
〈
竹

献

鼠

に

は

浦

ゅ

は

汚

今

大

内

議

皇

用

し

、

2
2は
で
遺
体
的
撃
を
し
て
も
ら
っ
た
c
k

業

者

語

い

合

せ

た

と

こ

ろ

字

体

内

神

絞

め

警

二

塁

塁

い

竹

務
省
総
翻
筋
識
液
が
不
必
ほ
し
て
い
ま
闘
用
紙
、

1
枚
に
つ
拳
1
旬
L
Fふ
?
売
ニ
ゐ
が
わ
ず
か
4
」
開
設
皮
で
2
万
7
0

移
送
料
は
、
片
滋
玲
同
以
内
4
1
0

内
神
社
と
し
て
繋
っ
た
と
い
わ
れ
て

す
固
劇
淡
は
命
的
鍛
.
ひ
と
り
で
も
多
②
ポ
ス
タ
ー

A
3
F
m日‘

7
m
x
o
o
河
内
議
求
が
き
た
。
納
得
で
診
な

o
m円
、
作
薬
科
(
的
核
・
奴
滋
等
〉
い
る
。

〈

的

方

が

協

力

し

て

下

怒

る

よ

づ

い

い

お

内

側

聞

)

程

度

的

大

き

き

の

前

燃

戦

い

。

は

1
人
主
時
側
関
知
分
以
内
3
0
0
m円
毎

年

9
月
中
切
に
は
、
竹
内
持
社

寂

い

し

ま

す

。

命

作

文

4
9
0事
総
3
枚

以

内

録

制

蓮

沼

液

体

制

時

澄

料

〈

殺

体

数

一

蹄

等

)

は

状

的

摂

が

、

帯

住

的

格

と

し

て

行

れ

て

wv
嗣問湾

0
0
丹
3
日

V
抽
臨
時
明
り

9
丹
初
日
ま
で
設
資
を
し
て
み
る
と
、
特
滋
時
に
最
況
に
よ
る
と
い
う
基
議
が
設
内
覧
さ
れ
い
る
ラ

3

歳
児
躍
勝
恰

v昨
季

中

卓

八

八

議

誌

は

L訪
問

町

は

ね

許

可

れ

れ

れ

寸

以

下

で

議

し

あ

い

を

も

っ

て

3
議
児
綾
総
数
当
党
再
開
昨
液
晶
告
の
方
-
午
前
9
時

か

ら

日

時

泊

分

火

山
W
に
す
る
滋
仏
側
ザ
ナ
議
除
機
滋
会
談
事
繍
求
惑
と
し
て
2
万
7
0
0
0削
門
的
縫
い
た
だ
き
1
万
5
0
0
0悶
で
終
決

々
に
対
し
て
、
鳩
山
品
問
時
的
門
日
抽
出
、
方
淡
現
@
市
役
所
務
局
L

惜

o
i
'
'
2
{
持〉

2
2
5
4

求
が
な
さ
れ
、
議
求
織
が
返
さ
社
た
た
し
た
ー
な
お
業
者
佐
川
鞘
Arし
た
探
険
聞

が

遺

書

。

ァ

ン

ケ

!

会

内

容

午

後

み

か

ら

3
時

司

J
判

1教
窓

め

え

に

護

持

署

長

5

G

o

o

-

i

i

入
れ
た
周

一
法
持
会
議
殴
あ
る
い
HHM掴
別
で
総
明

L

h

u

言
自
引

E
H
円
前
中
移
動
タ
イ
ム
料
2
0
0
0
門

門

漁

獲

…
ま
す
e

終

注

意

角

的

育

児

給

制

夜

、

護

器

開

望

書

セ

ン

タ

ー

で

は

、

警

3
5
0
0
雪
8
人
1

1

E

o

重
体
的
仲
村
迭
は
選
挙
畿
で
あ
リ

一
芸
域
・

5
時

蓄

さ

主

的

中

止

に

な

り

車

主

導

者

喜

さ

ん

に

泊

費

生

警

警

o
m
計
2
万
7
5
0
0
号
事
い
襲
誠
司
で
怒
可
怒
れ
た
背
ナ
シ
八

i

…

@

我

挙

前

中

央

会

8itで

ご

護

下

き

い

。

(

保

護

;

譲

喜

に

つ

け

て

い

た

だ

く

た

め

て

2

1

0

0
問

主

主

主

車

以

外

ほ

き

し

て

喜

吉

一
午
後
1
意
分
か
ら

2

剣

削

剥

制

ま

つ

り

誌

と

お

り

語

教

怒

い

を

望

い

ま

れ

て

い

ペ

し

か

し

譲

は

震

で

き

ま

せ

ん

〈

学

ン

パ

i
は

?

ご

軍

高

地

中

央

雲

務

員

2
l
u
t
-
-ま

す
の
で
、
お
抗
戦
に
お
申
込
み
で
表
的
せ
て
い
る
し
、
送
信
を
お
ピ
ス
)
奪
実
業
に
あ
た
士

一

日

午

前

日

即

時

か

ら

第

5
面
食
品
箆
哨
ま
つ
り
が
行
な
わ
く
だ
さ
い
。
で
あ
れ
マ
討
議
以
外
何
も
し
て
も
ら
っ
て
は
明
間
雪
機
小
出
し
て
も
、
せ
よ
い
え

一

(

絵

僚

出

間

続

)

れ

ま

す

e

咽

V

悶H
時

8
月
3
U

午
後
1
腕
吋
か
ら

可
制
官
軍
持
8
2
2
2時
か
ら

3
U
F
3
5
6警
3

l
一
級
保
護
で
は
.
3護
健

康

鈴

議

高

田

附

言

受

街

全

警

ー
一
を
部
2
回
ア
ン
ケ
i
ト
方
品
約
で
行
っ
て

V
主
儲

b
A
M
州
紛
致
組
合

wv
テ
1
マ

Y

鴎
跡
的
ふ
能
町
府
政
問
聞
を
考
え

L
い

ま

す

。

童

の

級

事

は

言

語

部

マ

襲

撃

縫

所

菜

子

市

る

い

間
一
年
7
月
か
ら
同
月
生
ま
れ
時
お
子
様
で
、
当
匹
、
ブ
キ
ブ
リ
、
ハ
ザ
ム
町
議
凝
コ

V
務
閏
間
関
立
銀
義
続
出
沌
泌
総
用
金
問
問

一
ア
ン
ケ
ー
ト
e
を

8nふ
旬
に
発
滋
い
た
ン
ク
i
ル
な
ど
多
彩
な
催
し
紛
が
み
り
綴
疑
者
臣
局
総
之

一
し
ま
す
e

問
問
奴
さ
れ
た
ア
ン
ケ

i
ト
の
ま
す
。
義
肢
綴
に
害
総
勢
が
用
意
し
て
マ
挙
鵠

y
い
な
た
で
も
勝
加
で
き
ま
す
。

抱
一
輪
穀
、
鐙
訟
や
綴
接
が
必
努
k
怠
わ
れ
あ
り
ま
す
か
旬
、
参
加
券
を
お
持
ち
に

V
申
込
方
法
ハ
ポ
キ
ま
た
は
協
議
で

&
一
る
方
に
つ
い
て
は
、
あ
ん
K
め
て
線
人
な
り
ご
舟
場
下
さ
い
嶋
容
加
者
会
頭
に
住
録
、
氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
.

一
議
知
い
た
し
ま
す
。
な
お
4
月
1
自

以

鈴

umを
き
し
あ
げ
ま
す
。

V
申
込
先
松
戸
市
小
銀
本
7

東
葛

静
一
時
特
一
一
諸
問
山
部
川
は
隆
司
盟
諸
ゴ

よ
初
見
出
目
ま
で
に
お
送
り
下
さ
い
。
~
も
の
を
大
切
に
す
る
淫
幅
削
い
の
様

1
1

内
棉
2
6
6
3
9

wv
田
島
入
内
務
住
所
・
係
識
者
氏
名
・
訊
問
・
ポ
ス
タ
ー
・
作
交
を
録
集
L
辛
令
。

V
受
総
料
無
料

転
入

本
打
っ
て
心
や
す
ら
ぎ
蟻
す
す
わ
往
除
嶋
本

官
由
戸
町
中
じ
抽
出
あ
り
釣
り
人
に
和
田
正
姉

向
滋
養
を
一
陣
紙
…
ぱ
い
に
捕
く
子
か
な
締
本
線
十

浴
衣
殺
は
寄
り
結
び
し
捕
時
多
様
熊
田
は
る

綴
っ
か
れ
ぬ
絞
め
愛
情
に
滋
約
〈
る
好
関
こ
う

癒
え
ぬ
ま
ま
人
に
ま
と
り
し
設
縞
石
川
て
る
金

総
券
的
自
浄
ら
か
に
矧
ぷ
機
え
級
制
出
千
代
女

校
側
聞
的
森
町
出
ぬ
く
平
の
子
ら
省
齢
制
利
子

地
年
や
噴
警
」
来
れ
ば
行
々
子
崎
戸
担
問
先

制
判
制
川
を
見
下
す
域
社
官
民
木
氏
隣
悶
槻
治

棋
の
夜
八
綴
よ
く
反
る
節
土
事
情
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湖北地区公民髄1:移動翻醤館在設置
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